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2007年５ 月中旬から大正地獄の中心から10ｍほど下流側で実施している地震観測により ， 今回の熱水噴騰に伴う地動がとらえら
れた．
(1) 今回の噴出に伴う 地動は９ 時59分ころから10時９ 分ころにかけて発生した振幅の大きな地動パルスと ， 背景的な地動振幅の
増大として観測された．
(2) このう ち９ 時59分から始まる間欠的な地動パルスは規模の大きな噴騰によって発生したと考えられ， 今回の熱水噴出の主活
動の継続時間は10分間程度であったと思われる． なお９ 時59分ころの地動パルスの５ 分ほど前から小さな熱水噴出を示唆する振
幅の小さな微動が断続的に記録された． また判断が難しいが， これ以前にも小噴騰を示唆する小さな微動が， ６ 時ころ， ８ 時以
降にも認められ， 今回の噴騰は数分前あるいは数時間前から始まる小噴騰を伴って大噴騰に至ったと考えられる．
(3) 最初の大噴出を示す９ 時59分の地動パルスが観測されてから背景的な地動振幅の大きな状態が続いていたが， これも13時以
降になると次第に衰退し始めた．
(4) 今回の噴騰では大噴騰の前兆となる小噴騰が観測されたが， 小噴騰が必ずしも大噴騰に発展するとは限らない． 今後の活動
予測のためには， 既に示されているよう に5月3日の熱水噴騰に先行して深部熱水の地化学温度の上昇が観測されており ， 熱水組
成の継続的な分析調査が鍵になろう ．

2007年７月10日10時ころに起こった
大正地獄での熱水噴騰に伴う地動
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